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選択の方法は下記のように幾つか考えられる．
( 1 ) 寄与率 di を大きい順から並べたとき， di がある
値以上になるように設定

( 2 ) 累積寄与率 Di がある値以上になるように設定
( 3 ) 計算開始時に N を固定
本研究では ( 2 ) を選択した．主成分の数を減ずると基
の形状を完全には表現できなくなるが，再現性の度合い
は Di によって見積もることができる．最適化を実施する
際には基の形状を表現することはあまり意味をもたないた
め，再現性が低いことは問題とはならない．それよりも多
くの形状を評価し，探索することの方が重要である．

2. 2　TDM を用いた最適化

本研究では TDM
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メタの組み合わせが抽出された．POD パラメタは，−1 か
ら 1 で規格化してある．この二つの解を以後，選択解 1，
選択解 2 とする．第 10 図に全設計解とフィルタリング
による選択結果を示す．図は全設計解と選択解を代表的な
評価項目である冷却効率と最大応力を示す．図の値はフィ
ルム冷却孔の基本的な形状の丸孔の性能で規格化してあ
る．図では右下にいくほど性能が良いことを示すが，選択
解は性能が良いことを示している．図で最右下端になって
いないのは，この図の軸に示していないほかの評価指標で
も評価しているためである．第 11 図
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4.　結　　　　言

主成分分析を用いた形状表現法を提案し，この方法が最


